
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
導電性基体上に感光層を有する電子写真用感光体において、前記感光層中に、下記一般式
［Ｉ］で表わされるスチルベン系化合物を含有することを特徴とする電子写真用感光体。
【化１】
　
　
　
　
　
　
　
（一般式［Ｉ］中、Ａｒ 1、Ａｒ 2、Ａｒ 7、およびＡｒ 8は、それぞれ、置換基を有しても
よいアルキル基、置換基を有してもよいアリール基、置換基を有してもよいアラルキル基
、置換基を有してもよい複素環基、または、置換基を有してもよい縮合多環基を表わし、
これらは互いに同一でも異なっていてもよく；Ａｒ 3およびＡｒ 6は、それぞれ、置換基を
有してもよいアリーレン基、置換基を有していてもよい二価の複素環基、置換基を有して
もよい二価の縮合多環基、または、置換基を有してもよいビフェニレン基を表わし、これ
らは互いに同一でも異なっていてもよく；Ａｒ 4およびＡｒ 5は、それぞれ、置換基を有し
てもよいアルキレン基、置換基を有してもよいアリーレン基、置換基を有していてもよい
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二価の複素環基、置換基を有してもよい二価の縮合多環基、または、置換基を有してもよ
いビフェニレン基を表わし、これらは互いに同一でも異なっていてもよく、（ただし、Ｒ

2が置換基を有してもよいアルキル基または置換基を有してもよいアラルキル基の場合、
Ａｒ 4は、置換基を有してもよいアリーレン基、置換基を有していてもよい二価の複素環
基、置換基を有してもよい二価の縮合多環基、または、置換基を有してもよいビフェニレ
ン基を表わし、Ｒ 3が置換基を有してもよいアルキル基または置換基を有してもよいアラ
ルキル基の場合、Ａｒ 5は、置換基を有してもよいアリーレン基、置換基を有していても
よい二価の複素環基、置換基を有してもよい二価の縮合多環基、または、置換基を有して
もよいビフェニレン基を表わす。）
Ｒ 1およびＲ 4は、それぞれ、水素原子、置換基を有してもよいアルキル基、置換基を有し
てもよいアリール基、置換基を有してもよいアラルキル基、置換基を有してもよい複素環
基、または、置換基を有してもよい縮合多環基を表わし、これらは互いに同一でも異なっ
ていてもよく；Ｒ 2およびＲ 3は、それぞれ、置換基を有してもよいアルキル基、置換基を
有してもよいアリール基、置換基を有してもよいアラルキル基、置換基を有してもよい複
素環基、または、置換基を有してもよい縮合多環基を表わし、これらは互いに同一でも異
なっていてもよく；Ｘは、

1

二価の有機残基を表わし；Ａｒ 1とＡｒ 2、Ａｒ 2とＡｒ 3、Ａｒ 1とＡｒ 3、Ａ
ｒ 6とＡｒ 7、Ａｒ 7とＡｒ 8、Ａｒ 6とＡｒ 8、Ｒ 2とＡｒ 4およびＲ 3とＡｒ 5は、直接または
結合基を介して連結していてもよい。）
【請求項２】

【請求項３】

【請求項４】
感光層が、電荷発生剤および電荷輸送剤を含有し、電荷輸送剤として前記請求項１記載の
一般式［Ｉ］で表わされるスチルベン系化合物を用いることを特徴とする、請求項１、２
または３記載の電子写真用感光体。
【請求項５】
感光層が、少なくとも、電荷輸送剤を含む電荷輸送層と、電荷発生剤とバインダー樹脂を
含む電荷発生層とを有し、電荷輸送層中の電荷輸送剤として請求項１記載の一般式［Ｉ］
で表わされるスチルベン系化合物を用いることを特徴とする、請求項１、２、３または４
記載の電子写真用感光体。
【請求項６】
電荷輸送層が、電荷輸送剤とバインダー樹脂とを含むことを特徴とする、請求項５記載の
電子写真用感光体。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は電子写真用感光体に関するものである。さらに詳しくは有機系の光導電性物質を
含有する感光層を有する非常に高感度でかつ高性能の電子写真用感光体に関するものであ
る。
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一般式［ II］
－Ｏ－Ａ 1－Ｏ－　　　　　　　　…［ II］
（一般式［ II］中、Ａ は置換基を有していてもよい二価の炭化水素残基を表わす。）
で表わされる

一般式［Ｉ］において、Ａｒ 1及びＡｒ 7が、それぞれ独立して、置換基を有していてもよ
いフェニル基であり、Ａｒ 2及びＡｒ 8が、それぞれ独立して、置換基を有していてもよい
フェニル基、置換基を有していてもよいアルキル基又は置換基を有していてもよい縮合多
環基を表わすことを特徴とする請求項１記載の電子写真用感光体。

一般式［Ｉ］において、Ａｒ 1、Ａｒ 2及びＡｒ 3、並びにＡｒ 6、Ａｒ 7及びＡｒ 8がいずれ
も置換基を有していてもよいフェニル基であり、かつＡｒ 1とＡｒ 2及びＡｒ 7とＡｒ 8、又
はＡｒ 1とＡｒ 3及びＡｒ 6とＡｒ 7とが、それぞれ直接又は結合基を介して結合しているこ
とを特徴とする請求項１記載の電子写真用感光体。



【０００２】
【従来の技術】
従来、電子写真用感光体の感光層にはセレン、硫化カドミウム、酸化亜鉛等の無機系の光
導電性物質が広く用いられていた。しかしながら、セレン、硫化カドミウムは毒物として
回収が必要であり、セレンは熱により結晶化するために耐熱性に劣り、硫化カドミウム、
酸化亜鉛は耐湿性に劣り、また酸化亜鉛は耐刷性が無いなどの欠点を有しており、新規な
感光体の開発の努力が続けられている。最近は、有機系の光導電性物質を電子写真用感光
体の感光層に用いる研究が進み、そのいくつかが実用化された。有機系の光導電性物質は
無機系のものに比し、軽量である、成膜が容易である、感光体の製造が容易である、種類
によっては透明な感光体を製造できる、材料が無害である等の利点を有する。
【０００３】
最近は、電荷キャリアーの発生と移動の機能を別々の化合物に分担させる、いわゆる機能
分離型の感光体が高感度化に有効であることから、開発の主流となっており、このタイプ
による有機系感光体の実用化も行われている。
電荷キャリアー移動媒体としては、ポリビニルカルバゾールなどの高分子光導電性化合物
を用いる場合と低分子光導電性化合物をバインダーポリマー中に分散溶解する場合とがあ
る。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】
特に、有機系の低分子光導電性化合物は、バインダーとしての皮膜性、可とう性、接着性
などの優れたポリマーを選択することができるので容易に機械的特性の優れた感光体を得
ることができる（例えば特開昭６３－２６９１６０号公報、特公平３－３９３０６号公報
、特公平４－５３３０８号公報、特開平３－１４９５６０号公報、特開平５－２６２６７
９号公報等参照）。しかしながら、高感度な感光体を作るのに適した化合物を見いだすこ
とが困難であった。
【０００５】
【課題を解決するための手段】
本発明者らは、これらの目的を満足し得る有機系の低分子光導電性化合物について鋭意研
究したところ特定のスチルベン系化合物が好適である事を見いだし本発明に至った。即ち
、本発明の要旨は、導電性基体上に感光層を有する電子写真用感光体において、前記感光
層中に、下記一般式［Ｉ］で表わされるスチルベン系化合物を含有することを特徴とする
電子写真用感光体に存する。
【０００６】
【化５】
　
　
　
　
　
　
　
【０００７】
（一般式［Ｉ］中、Ａｒ１ 　 、Ａｒ２ 　 、Ａｒ７ 　 、およびＡｒ８ 　 は、それぞれ、置換
基を有してもよいアルキル基、置換基を有してもよいアリール基、置換基を有してもよい
アラルキル基、置換基を有してもよい複素環基、または、置換基を有してもよい縮合多環
基を表わし、これらは互いに同一でも異なっていてもよく；Ａｒ３ 　 およびＡｒ６ 　 は、
それぞれ、置換基を有してもよいアリーレン基、置換基を有していてもよい二価の複素環
基、置換基を有してもよい二価の縮合多環基、または、置換基を有してもよいビフェニレ
ン基を表わし、これらは互いに同一でも異なっていてもよく；
【０００８】

10

20

30

40

50

(3) JP 3567586 B2 2004.9.22



Ａｒ４ 　 およびＡｒ５ 　 は、それぞれ、置換基を有してもよいアルキレン基、置換基を有
してもよいアリーレン基、置換基を有していてもよい二価の複素環基、置換基を有しても
よい二価の縮合多環基、または、置換基を有してもよいビフェニレン基を表わし、（ただ
し、Ｒ２ 　 が置換基を有してもよいアルキル基または置換基を有してもよいアラルキル基
の場合、Ａｒ４ 　 は、置換基を有してもよいアリーレン基、置換基を有していてもよい二
価の複素環基、置換基を有してもよい二価の縮合多環基、または、置換基を有してもよい
ビフェニレン基を表わし、Ｒ３ 　 が置換基を有してもよいアルキル基または置換基を有し
てもよいアラルキル基の場合、Ａｒ５ 　 は、置換基を有してもよいアリーレン基、置換基
を有していてもよい二価の複素環基、置換基を有してもよい二価の縮合多環基、または、
置換基を有してもよいビフェニレン基を表わす。）
【０００９】
Ｒ 1及びＲ 4は、それぞれ、水素原子、置換基を有してもよいアルキル基、置換基を有して
もよいアリール基、置換基を有してもよいアラルキル基、置換基を有してもよい複素環基
、または、置換基を有してもよい縮合多環基を表わし、これらは互いに同一でも異なって
いてもよく；Ｒ 2およびＲ 3は、それぞれ、置換基を有してもよいアルキル基、置換基を有
してもよいアリール基、置換基を有してもよいアラルキル基、置換基を有してもよい複素
環基、または、置換基を有してもよい縮合多環基を表わし、これらは互いに同一でも異な
っていてもよく；Ｘは、

1

二価の有機残基を表わし；Ａｒ 1とＡｒ 2、Ａｒ 2とＡｒ 3、Ａｒ 1とＡｒ 3、Ａ
ｒ 6とＡｒ 7、Ａｒ 7とＡｒ 8、Ａｒ 6とＡｒ 8、Ｒ 2とＡｒ 4およびＲ 3とＡｒ 5は、直接または
結合基を介して連結していてもよい。）
【００１０】
【発明の実施の形態】
以下、本発明を詳細に説明する。
本発明の電子写真用感光体は、感光層中に前記一般式［Ｉ］で表わされるスチルベン系化
合物を含有する。
前記一般式［Ｉ］において、Ａｒ１ 　 、Ａｒ２ 　 、Ａｒ７ 　 およびＡｒ８ 　 は、それぞれ
、メチル基、エチル基、プロピル基、ブチル基、ヘキシル基等のアルキル基；フェニル基
、ナフチル基、ピレニル基、アントラセニル基等のアリール基；ベンジル基、ナフチルメ
チル基、フェネチル基等のアラルキル基；チエニル基、フリル基、ピリジル基等の複素環
基；フルオレニル基等の縮合多環基を表わし、特にアリール基および縮合多環基が好まし
く、これらは、互いに同一でも異なっていてもよい。これらのアルキル基、アリール基、
アラルキル基、複素環基、縮合多環基は、置換基を有してもよく、置換基としては、水酸
基；塩素原子、臭素原子、沃素原子等のハロゲン原子；メチル基、エチル基、プロピル基
、ブチル基、ヘキシル基等のアルキル基；メトキシ基、エトキシ基、ブトキシ基等のアル
コキシ基；アリル基；ベンジル基、ナフチルメチル基、フェネチル基等のアラルキル基；
フェノキシ基、トリロキシ基等のアリールオキシ基；ベンジルオキシ基、フェネチルオキ
シ基等のアラルキルオキシ基；フェニル基、ナフチル基等のアリール基；チエニル基、フ
リル基等の複素環基；スチリル基、ナフチルビニル基等のアリールビニル基；ジメチルア
ミノ基、ジエチルアミノ基等のジアルキルアミノ基；ジフェニルアミノ基、ジナフチルア
ミノ基等のジアリールアミノ基、ジベンジルアミノ基、ジフェネチルアミノ基等のジアラ
ルキルアミノ基；ジチエニルアミノ基、ジフリルアミノ基等のジ複素環アミノ基；ジアリ
ルアミノ基；上記のアミノ基を組み合わせたジ置換アミノ基；ニトロ基；アセチル基、ベ
ンゾイル基等のアシル基等があげられる。
【００１１】
Ａｒ３ 　 およびＡｒ６ 　 は、それぞれ、フェニレン基、ナフチレン基、ピレニレン基、ア
ントラセニレン基等のアリーレン基；チエニレン基、フリレン基、ピリジレン基等の二価
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一般式［ II］
－Ｏ－Ａ 1－Ｏ－　　　　　　　　…［ II］
（一般式［ II］中、Ａ は置換基を有していてもよい二価の炭化水素残基を表わす。）
で表わされる



の複素環基；フルオレニレン基等の二価の縮合多環基；ビフェニレン基を表わし、特にア
リーレン基、二価の縮合多環基およびビフェニレン基が好ましく、これらは、互いに同一
でも異なっていてもよい。これらのアリーレン基、二価の複素環基、二価の縮合多環基、
ビフェニレン基は、置換基を有してもよく、置換基としては、水素基；塩素原子、臭素原
子、沃素原子等のハロゲン原子；メチル基、エチル基、プロピル基、ブチル基、ヘキシル
基等のアルキル基；メトキシ基、エトキシ基、ブトキシ基等のアルコキシ基；アリル基；
ベンジル基、ナフチルメチル基、フェネチル基等のアラルキル基；フェノキシ基、トリロ
キシ基等のアリールオキシ基；ベンジルオキシ基、フェネチルオキシ基等のアラルキルオ
キシ基；フェニル基、ナフチル基等のアリール基；チエニル基、フリル基等の複素環基；
スチリル基、ナフチルビニル基等のアリールビニル基；ジメチルアミノ基、ジエチルアミ
ノ基等のジアルキルアミノ基；ジフェニルアミノ基、ジナフチルアミノ基等のジアリール
アミノ基、ジベンジルアミノ基、ジフェネチルアミノ基等のジアラルキルアミノ基；ジチ
エニルアミノ基、ジフリルアミノ基等のジ複素環アミノ基；ジアリルアミノ基；上記のア
ミノ基を組み合わせたジ置換アミノ基；ニトロ基；アセチル基、ベンゾイル基等のアシル
基等があげられる。
【００１２】
Ａｒ４ 　 およびＡｒ５ 　 は、それぞれ、メチレン基、エチレン基、プロピレン基等のアル
キレン基；フェニレン基、ナフチレン基、ピレニレン基、アントラセニレン基、等のアリ
ーレン基；チエニレン基、フリレン基、ピリジレン基等の二価の複素環基；フルオレニレ
ン基等の二価の縮合多環基；ビフェニレン基を表わし、特にアリーレン基、二価の縮合多
環基およびビフェニレン基が好ましく、これらは、互いに同一でも異なっていてもよい。
これらのアルキレン基、アリーレン基、二価の複素環基、二価の縮合多環基、ビフェニレ
ン基は、置換基を有してもよく、置換基としては、水酸基；塩素原子、臭素原子、沃素原
子等のハロゲン原子；メチル基、エチル基、プロピル基、ブチル基、ヘキシル基等のアル
キル基；メトキシ基、エトキシ基、ブトキシ基等のアルコキシ基；アリル基；ベンジル基
、ナフチルメチル基、フェネチル基等のアラルキル基；フェノキシ基、トリロキシ基等の
アリールオキシ基；ベンジルオキシ基、フェネチルオキシ基等のアラルキルオキシ基；フ
ェニル基、ナフチル基等のアリール基；チエニル基、フリル基等の複素環基；スチリル基
、ナフチルビニル基等のアリールビニル基；ジメチルアミノ基、ジエチルアミノ基等のジ
アルキルアミノ基；ジフェニルアミノ基、ジナフチルアミノ基等のジアリールアミノ基、
ジベンジルアミノ基、ジフェネチルアミノ基等のジアラルキルアミノ基；ジチエニルアミ
ノ基、ジフリルアミノ基等のジ複素環アミノ基；ジアリルアミノ基；上記のアミノ基を組
み合わせたジ置換アミノ基；ニトロ基；アセチル基、ベンゾイル基等のアシル基等があげ
られる。
【００１３】
ただし、Ｒ２ 　 が置換基を有してもよいアルキル基または置換基を有してもよいアラルキ
ル基の場合、Ａｒ４ 　 は、置換基を有してもよいアリーレン基、置換基を有していてもよ
い二価の複素環基、置換基を有してもよい二価の縮合多環基、または、置換基を有しても
よいビフェニレン基を表わし、Ｒ３ 　 が置換基を有してもよいアルキル基または置換基を
有してもよいアラルキル基の場合、Ａｒ５ 　 は、置換基を有してもよいアリーレン基、置
換基を有していてもよい二価の複素環基、置換基を有してもよい二価の縮合多環基、また
は、置換基を有してもよいビフェニレン基を表わす。
【００１４】
Ｒ１ 　 およびＲ４ 　 は、それぞれ、水素原子；メチル基、エチル基、プロピル基、ブチル
基、ヘキシル基等のアルキル基；フェニル基、ナフチル基、ピレニル基、アントラセニル
基等のアリール基；ベンジル基、ナフチルメチル基、フェネチル基等のアラルキル基；チ
エニル基、フリル基、ピリジル基等の複素環基；フルオレニル基等の縮合多環基を表わし
、これらは、互いに同一でも異なっていてもよい。これらのうち、アルキル基、アリール
基、アラルキル基、複素環基、縮合多環基は、置換基を有してもよく、置換基としては、
水酸基；塩素原子、臭素原子、沃素原子等のハロゲン原子；メチル基、エチル基、プロピ
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ル基、ブチル基、ヘキシル基等のアルキル基；メトキシ基、エトキシ基、ブトキシ基等の
アルコキシ基；アリル基；ベンジル基、ナフチルメチル基、フェネチル基等のアラルキル
基；フェノキシ基、トリロキシ基等のアリールオキシ基；ベンジルオキシ基、フェネチル
オキシ基等のアラルキルオキシ基；フェニル基、ナフチル基等のアリール基；チエニル基
、フリル基等の複素環基；スチリル基、ナフチルビニル基等のアリールビニル基；ジメチ
ルアミノ基、ジエチルアミノ基等のジアルキルアミノ基；ジフェニルアミノ基、ジナフチ
ルアミノ基等のジアリールアミノ基、ジベンジルアミノ基、ジフェネチルアミノ基等のジ
アラルキルアミノ基；ジチエニルアミノ基、ジフリルアミノ基等のジ複素環アミノ基；ジ
アリルアミノ基；上記のアミノ基を組み合わせたジ置換アミノ基；ニトロ基；アセチル基
、ベンゾイル基等のアシル基等があげられる。
【００１５】
Ｒ２ 　 およびＲ３ 　 は、それぞれ、メチル基、エチル基、プロピル基、ブチル基、ヘキシ
ル基等のアルキル基；フェニル基、ナフチル基、ピレニル基、アントラセニル基等のアリ
ール基；ベンジル基、ナフチルメチル基、フェネチル基等のアラルキル基；チエニル基、
フリル基、ピリジル基等の複素環基；フルオレニル基等の縮合多環基を表わし、これらは
、互いに同一でも異なっていてもよい。これらのアルキル基、アリール基、アラルキル基
、複素環基、縮合多環基は、置換基を有してもよく、置換基としては、水酸基；塩素原子
、臭素原子、沃素原子等のハロゲン原子；メチル基、エチル基、プロピル基、ブチル基、
ヘキシル基等のアルキル基；メトキシ基、エトキシ基、ブトキシ基等のアルコキシ基；ア
リル基；ベンジル基、ナフチルメチル基、フェネチル基等のアラルキル基；フェノキシ基
、トリロキシ基等のアリールオキシ基；ベンジルオキシ基、フェネチルオキシ基等のアラ
ルキルオキシ基；フェニル基、ナフチル基等のアリール基；チエニル基、フリル基等の複
素環基；スチリル基、ナフチルビニル基等のアリールビニル基；ジメチルアミノ基、ジエ
チルアミノ基等のジアルキルアミノ基；ジフェニルアミノ基、ジナフチルアミノ基等のジ
アリールアミノ基、ジベンジルアミノ基、ジフェネチルアミノ基等のジアラルキルアミノ
基；ジチエニルアミノ基、ジフリルアミノ基等のジ複素環アミノ基；ジアリルアミノ基；
上記のアミノ基を組み合わせたジ置換アミノ基；ニトロ基；アセチル基、ベンゾイル基等
のアシル基等があげられる。
【００１６】
Ｘは、
【００１７】
【化６】
　
　
　
【００２０】
一般式［ II］中、Ａ 1は、メチレン基、エチレン基、プロピレン基等のアルキレン基；
フェニレン基、ビフェニレン基、ナフチレン基等のアリーレン基；キシリレン基等のアル
キレン基とアリーレン基が結合した基；シクロへキシレン基等のシクロアルキレン基；ビ
ニレン基等の二価の炭化水素残 表わす。これらのアルキレン基、アリーレン基、アル
キレン基とアリーレン基が結合した基、ビニレン基等の二価の炭化水素残基は、置換基を
有してもよく、置換基としては、水酸基；塩素原子、臭素原子、沃素原子等のハロゲン原
子；メチル基、エチル基、プロピル基、ブチル基、ヘキシル基等のアルキル基；メトキシ
基、エトキシ基、ブトキシ基等のアルコキシ基；アリル基；ベンジル基、ナフチルメチル
基、フェネチル基等のアラルキル基；フェノキシ基、トリロキシ基等のアリールオキシ基
；ベンジルオキシ基、フェネチルオキシ基等のアラルキルオキシ基；フェニル基、ナフチ
ル基等のアリール基；チエニル基、フリル基等の複素環基；スチリル基、ナフチルビニル
基等のアリールビニル基；ジメチルアミノ基、ジエチルアミノ基等のジアルキルアミノ基
；ジフェニルアミノ基、ジナフチルアミノ基等のジアリールアミノ基、ジベンジルアミノ
基、ジフェネチルアミノ基等のジアラルキルアミノ基；ジチエニルアミノ基、ジフリルア
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一般式［ II］で表わされる二価の有機残基を表わす。

基を



ミノ基等のジ複素環アミノ基；ジアリルアミノ基；上記のアミノ基を組み合わせたジ置換
アミノ基；ニトロ基；アセチル基、ベンゾイル基等のアシル基等があげられ
【００２１】
一般式［Ｉ］中、Ａｒ１ 　 とＡｒ２ 　 およびＡｒ７ 　 とＡｒ８ 　 は直接または結合基を介
して連結してもよく、例えば以下の一般式［Ｖ］、［ＶＩ］、［ＶＩＩ　］、［ＶＩＩＩ
］または［ＩＸ］で表わされる構造をとることができる。
【００２２】
【化９】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【００２３】
また一般式［Ｉ］中、Ａｒ１ 　 とＡｒ３ 　 、Ａｒ２ 　 とＡｒ３ 　 、Ａｒ６ 　 とＡｒ７ 　 お
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る。



よびＡｒ６ 　 とＡｒ８ 　 は直接または結合基を介して連結してもよく、例えば以下の一般
式［Ｘ］、［ＸＩ］、［ＸＩＩ　］、［ＸＩＩＩ］または［ＸＩＶ　］で表わされる構造
をとることができる。
【００２４】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【００２５】
また一般式［Ｉ］中、Ｒ２ 　 とＡｒ４ 　 、およびＲ３ 　 とＡｒ５ 　 は直線または結合基を
介して連結してもよく、例えば以下の一般式［ＸＶ］［ＸＶＩ　］［ＸＶＩＩ］［ＸＶＩ
ＩＩ　］［ＸＩＸ　］［ＸＸ］［ＸＸＩ　］［ＸＸＩＩ］および［ＸＸＩＩＩ　］で表わ
される構造をとることができる。
【００２６】
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【００２７】
上記一般式［Ｖ］～［ＸＸＩＩＩ　］においてＸおよびＹは置換基を１個以上有してもよ
いベンゼン環を表わし、その置換基としては、水酸基；塩素原子、臭素原子、沃素原子等
のハロゲン原子；メチル基、エチル基、プロピル基、ブチル基、ヘキシル基等のアルキル
基；メトキシ基、エトキシ基、ブトキシ基等のアルコキシ基；アリル基；ベンジル基、ナ
フチルメチル基、フェネチル基等のアラルキル基；フェノキシ基、トリロキシ基等のアリ
ールオキシ基；ベンジルオキシ基、フェネチルオキシ基等のアラルキルオキシ基；フェニ
ル基、ナフチル基等のアリール基；チエニル基、フリル基等の複素環基；スチリル基、ナ
フチルビニル基等のアリールビニル基；ジメチルアミノ基、ジエチルアミノ基等のジアル
キルアミノ基；ジフェニルアミノ基、ジナフチルアミノ基等のジアリールアミノ基、ジベ
ンジルアミノ基、ジフェネチルアミノ基等のジアラルキルアミノ基；ジチエニルアミノ基
、ジフリルアミノ基等のジ複素環アミノ基；ジアリルアミノ基；上記のアミノ基を組み合
わせたジ置換アミノ基；ニトロ基；アセチル基、ベンゾイル基等のアシル基等があげられ
る。
以下に一般式［Ｉ］で表わされるスチリル系化合物について代表例を挙げるが、これらの
代表例は例示のために示されるのであって、本発明に用いるスチルベン系化合物はこれら
の代表例に限定されるものではない。
【００２８】
【化１２】
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【００３２】
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【００３４】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【００３５】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【００３６】
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【００３７】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【００３８】
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【００４３】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【００４６】
前記一般式［Ｉ］で表わされるスチルベン系化合物は、公知の方法を用いて製造できる。
例えばビスホスホン酸ジエステルとカルボニル化合物とのＷｉｔｔｉｇ－Ｈｏｒｎｏｒ－
Ｅｍｍｏｎｓ反応を行ない、目的の化合物を得る方法である。
この方法を詳しく説明すると、
【００４７】
【化３０】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【００４８】
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上記一般式［ＸＸＩＶ］（一般式［ＸＸＩＶ］中、Ａｒ１ 　 、Ａｒ２ 　 、Ａｒ３ 　 および
Ｒ１ 　 は一般式［Ｉ］におけると同一の定義を有する。）で表わされるカルボニル化合物
と、一般式［ＸＸＶＩ］（一般式［ＸＸＶＩ］中、Ａｒ４ 　 、Ａｒ５ 　 、Ｒ２ 　 およびＲ

３ 　 は一般式［Ｉ］におけると同一の定義を有する。またＲ７ 　 およびＲ８ 　 はそれぞれ
アルキル基を表わす。）で表わされるビスホスホン酸ジエステルをテトラヒドロフラン、
１，２－ジメトキシエタン、Ｎ，Ｎ－ジメチルホルムアミド等の溶媒中、ポタシウムアル
コキシド、水素化ナトリウム、ソジウムアルコキシド等の塩基存在下反応させることによ
り一般式［Ｉ］で表わされるスチルベン系化合物が得られる。（Ｗｉｔｔｉｇ－Ｈｏｒｎ
ｏｒ－Ｅｍｍｏｎｓ反応）
【００４９】
この時、場合によって２種類のカルボニル化合物を混合することにより非対称の一般式［
Ｉ］で表わされるスチルベン系化合物が得られる。
またこの時、二つの二重結合部においてそれぞれシス体、トランス体およびシス体とトラ
ンス体の混合物のいずれかが得られる。（一般式［Ｉ］は、二つの二重結合部においてそ
れぞれ、シス体、トランス体およびシス体とトランス体の混合物のいずれかを表わす。）
【００５０】
これらの反応において、場合によっては、各工程終了後、あるいは、全工程終了後、再結
晶精製、カラム精製等の公知な精製手段により、高純度体を得ることも可能である。
本発明の電子写真用感光体は、上記一般式［Ｉ］で表わされるスチルベン系化合物を１種
または２種以上含有する感光層を有する。
一般式［Ｉ］で表わされるスチルベン系化合物は有機光導電体として極めて優れた性能を
示す。特に電荷輸送剤として用いられた場合には高感度で耐久性に優れた感光体を与える
。
【００５１】
電子写真用感光体の感光層の形態としては種々のものが知られているが、本発明の電子写
真用感光体の感光層としてはそのいずれであってもよい。例えばバインダー中にスチルベ
ン系化合物と必要に応じ増感剤となる色素や電子吸引性化合物を添加した感光層、光を吸
収すると極めて高い効率で電荷キャリアーを発生する電荷発生剤粒子とスチルベン系化合
物をバインダー中に添加した感光層、スチルベン系化合物とバインダーからなる電荷輸送
層と光を吸収する極めて高い効率で電荷キャリアーを発生する電荷発生剤粒子からなるあ
るいはこれとバインダーからなる電荷発生層とを積層した感光層等が挙げられる。
【００５２】
これらの感光層中には、一般式［Ｉ］で表わされるスチルベン系化合物と共に、有機光導
電体として優れた性能を有する公知の他のスチルベン系化合物、アリールアミン化合物、
ヒドラゾン化合物、スチリル系化合物等を混合してもよい。本発明においては上記一般式
［Ｉ］で表わされるスチルベン系化合物を電荷発生層と電荷輸送層の２層からなる感光層
の電荷輸送層中に用いる場合に、特に感度が高く残留電位が小さく、かつ、繰り返し使用
した場合に、表面電位の変動や感度の低下、残留電位の蓄積等が少なく耐久性に優れた感
光体を得ることができる。
【００５３】
本発明の電子写真用感光体は常法に従って上記一般式［Ｉ］で表わされるスチルベン系化
合物をバインダーと共に適当な溶剤中に溶解し、必要に応じ光を吸収すると極めて高い効
率で電荷キャリアーを発生する電荷発生剤粒子、増感染料、電子吸引性化合物、あるいは
、可塑剤、顔料その他の添加剤を添加して得られる塗布液を導電性支持体上に塗布、乾燥
し、通常、数ミクロン～数十ミクロン、好ましくは１０ミクロン～４０ミクロンの膜厚の
感光層を形成させることにより製造することができる。電荷発生層と電荷輸送層の二層か
らなる感光層の場合は、電荷発生層の上に上記塗布層を塗布するか、上記塗布液を塗布し
て得られる電荷輸送層の上に電荷発生層を形成させることにより、製造することができる
。
【００５４】
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塗布液調整用の溶媒としては、テトラヒドロフラン、１，４－ジオキサン等のエーテル類
；メチルエチルケトン、シクロヘキサノン等のケトン類；トルエン、キシレン等の芳香族
炭化水素；Ｎ，Ｎ－ジメチルホルムアミド、アセトニトリル、Ｎ－メチルピロリドン、ジ
メチルスルホキシド等の非プロトン性極性溶媒；酢酸エチル、蟻酸メチル、メチルセロソ
ルブアセテート等のエステル類；ジクロロエタン、クロロホルム等の塩素化炭化水素など
のスチリル系化合物を溶解させる溶剤が挙げられる。勿論これらの中からバインダーを溶
解するものを選択する必要がある。また、バインダーとしては、スチレン、酢酸ビニル、
塩化ビニル、アクリル酸エステル、メタクリル酸エステル、ブタジエン等のビニル化合物
の重合体及び共重合体、ポリビニルアセタール、ポリカーボネート、ポリエステル、ポリ
スチレン、ポリフェニレンオキサイド、ポリウレタン、セルロースエステル、セルロース
エーテル、フェノキシ樹脂、けい素樹脂、エポキシ樹脂等スチレン系化合物と相溶性のあ
る各種ポリマーが挙げられる。バインダーの使用量は通常スチレン系化合物に対し、０．
５～３０重量倍、好ましくは０．７～１０重量倍の範囲である。
【００５５】
上記感光層に添加される電荷発生剤粒子、染料色素、電子吸引性化合物としてはいずれも
周知のものが使用できる。光を吸収すると極めて高い効率で電荷キャリアーを発生する電
荷発生剤粒子としてはセレン、セレン－テルル合金、セレン－ヒ素合金、硫化カドミウム
、アモルファスシリコン等の無機電荷発生剤粒子；金属含有フタロシアニン、ペリレン系
顔料、チオインジゴ、キナクリドン、ペリレン系顔料、アントラキノン系顔料、アゾ系顔
料、ビスアゾ系顔料、トリスアゾ系顔料、テトラキス系アゾ顔料、シアニン系顔料等の有
機電荷発生剤粒子が挙げられる。特に、金属含有フタロシアニンと組み合わせるとレーザ
ー光に対する感度が向上し、かつ残留電位の小さい優れた感光体が得られる。
【００５６】
染料としては、例えばメチルバイオレット、ブリリアントグリーン、クリスタルバイオレ
ット等のトリフェニルメタン染料、メチレンブルーなどのチアジン染料、キニザリン等の
キノン染料及びシアニン染料やビリリウム塩、チアビリリウム塩、ベンゾビリリウム塩等
が挙げられる。
また、スチルベン系化合物と電荷移動錯体を形成する電子吸引性化合物としては、例えば
クロラニル、２，３－ジクロロ－１，４－ナフトキノン、１－ニトロアントラキノン、１
－クロロ－５－ニトロアントラキノン、２－クロロアントラキノン、フェナントレンキノ
ン等のキノン類；４－ニトロベンズアルデヒド等のアルデヒド類；９－ベンゾイルアント
ラセン、インダンジオン、３，５－ジヒドロベンゾフェノン、２，４，７－トリニトロフ
ルオレノン、２，４，５，７－テトラニトロフルオレノン、３，３′，５，５′－テトラ
ニトロベンゾフェノン等のケトン類；無水フタル酸、４－クロロナフタル酸無水物等の酸
無水物；テトラシアノエチレン、テレフタルマロノニトリル、９－アントリルメチリデン
マロノニトリル、４－ニトロベンザルマロノニトリル、４－（ｐ－ニトロベンゾイルオキ
シ）ベンザルマロノニトリル等のシアノ化合物；３－ベンザルフタリド、３－（α－シア
ノ－ｐ－ニトロベンザル）フタリド、３－（α－シアノ－ｐ－ニトロベンザル）－４，５
，６，７－テトラクロロフタリド等のフタリド類等の電子吸引性化合物が挙げられる。
【００５７】
更に、本発明の電子写真用感光体の感光層は成膜性、可撓性、機械的強度を向上させるた
めに周知の可塑剤を含有していてもよい。そのために上記塗布液中に添加する可塑剤とし
ては、フタル酸エステル、リン酸エステル、エポキシ化合物、塩素化パラフィン、塩素化
脂肪酸エステル、メチルナフタレンなどの芳香族化合物などが挙げられる。スチルベン系
化合物を電荷輸送層中の電荷輸送剤として用いられる場合の塗布液は、前記組成のもので
よいが、電荷発生剤粒子、染料色素、電子吸引性化合物等は除くか、少量の添加でよい。
この場合の電荷発生層としては上記電荷発生剤粒子と必要に応じバインダーポリマーや有
機光導電性物質、染料色素、電子吸引性化合物等の溶媒に溶解ないし分散させて得られる
塗布液を塗布乾燥した薄層、あるいは前記電荷発生剤を蒸着等の手段により成膜した層が
挙げられる。
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【００５８】
また、本発明の電子写真用感光体の感光層は、電気特性あるいは繰り返し使用における耐
久性を向上させるために周知の添加剤を含有していてもよい。そのために上記塗布液中に
添加する添加剤としては、フェノール系化合物、有機リン系化合物、有機イオウ系化合物
等が挙げられる。
このようにして形成される感光体にはまた、必要に応じ、接着層、中間層、透明絶縁層等
を有していてもよいことはいうまでもない。
【００５９】
感光層が形成される導電性基体としては周知の電子写真用感光体に採用されているものが
いずれも使用できる。具体的には例えば、アルミニウム、ステンレス、銅等の金属ドラム
、シートあるいはこれらの金属箔のラミネート物、蒸着物が挙げられる。更に、金属粉末
、カーボンブラック、ヨウ化銅、高分子電解質等の導電性物質を適当なバインダーととも
に塗布して導電処理したプラスチックフィルム、プラスチックドラム、紙、紙管等が挙げ
られる。また、金属粉末、カーボンブラック、炭素繊維等の導電性物質を含有し、導電性
となったプラスチックのシートやドラムが挙げられる。
【００６０】
【実施例】
次に本発明を実施例により更に具体的に説明するが、本発明はその要旨を越えない限り、
以下の製造例、実施例に限定されるものではない。なお、実施例中「部」とあるのは「重
量部」を示す。
（製造例１）
下記トリフェニルアミンアルデヒド化合物８．０ｇと
【００６１】
【化３１】
　
　
　
　
　
　
　
【００６２】
下記に示すビスホスホン酸ジエステル化合物８．７ｇを、
【００６３】
【化３２】
　
　
　
　
　
　
　
【００６４】
テトラヒドロフラン１６０ｍｌに溶解させ２０℃以下でポタシウム－ｔ－ブトキシド３．
３ｇを加え、その後室温で３０分攪拌した後、反応液に水２００ｍｌを加え、常法により
抽出、濃縮、精製処理を行なうことにより淡黄色結晶８．０ｇ（融点１０５～１０７℃）
を得た。
この化合物は、質量分析測定及び赤外吸収スペクトル測定（図１）により、下記構造式で
あるスチルベン系化合物（例示化合物Ｎｏ．１）であることが判明した。
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【００６５】
【化３３】
　
　
　
　
　
　
　
　
【００６６】
（製造例２）
製造例１と同様にして、４，４′－ジメチルトリフェニルアミンアルデヒド化合物
【００６７】
【化３４】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【００６８】
７．７ｇと製造例１で用いたビスホスホン酸ジエステル化合物７．６ｇをテトラヒドロフ
ラン１５０ｍｌに溶解させ、２０℃以下でポタシウム－ｔ－ブトキシド２．９ｇを加え、
その後室温で２時間攪拌した後、反応液に水２００ｍｌを加え、常法により抽出、濃縮、
精製処理を行なうことにより淡黄色結晶６．０ｇ（融点１１７～１１８℃）を得た。
【００６９】
この化合物は、質量分析測定及び赤外吸収スペクトル測定（図２）により、下記構造式で
あるスチルベン系化合物（例示化合物Ｎｏ．２）であることが判明した。
　
　
　
【００７０】
【化３５】
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【００７１】
（実施例１）
下記構造式で表わされるナフタル酸系ビスアゾ顔料１．０部を
【００７２】
【化３６】
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【００７３】
ジメトキシエタン１４部に加え、サンドグライダーで分散処理をした後、ジメトキシエタ
ン１４部と４－メトキシ－４－メチルペンタノン－２（三菱化学（株）社製）１４部を加
え希釈し、さらに、ポリビニルブチラール（電気化学工業（株）社製、商品名「デンカブ
チラール」＃６０００－Ｃ）０．５部と、フェノキシ樹脂（ユニオンカーバイド（株）社
製、商品名「ＵＣＡＲ」（商標登録）ＰＫＨＨ）０．５部をジメトキシエタンが６部、４
－メトキシ－４－メチルペンタノン－２が６部の混合溶媒に溶解した液と混合し、分散液
を得た。この分散液を７５μｍの膜厚のポリエステルフィルムに蒸着されたアルミ蒸着層
の上に乾燥後の重量が０．４ｇ／ｍ２ 　 になる様にワイヤーバーで塗布した後、乾燥して
電荷発生層を形成させた。
この上に製造例１で製造したスチリル系化合物７０部と下記に示すポリカーボネート樹脂
【００７４】
【化３７】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【００７５】
１００部をテトラヒドロフラン９００部に溶解した塗布液を塗布、乾燥し、膜厚２８μｍ
の電荷輸送層を形成させた。
このようにして得た２層からなる感光層を有する電子写真用感光体に対して感度すなわち
半減露光量を測定したところ０．４４ｌｕｘ・ｓｅｃであった。
半減露光量はまず、感光体を暗所で２２μＡコロナ電流により負帯電させ、次いで１ルッ
クスの白色光で露光し、表面電位が－４５０Ｖから－２２５Ｖまで減衰するのに要する露
光量を測定することにより求めた。さらに露光時間を９．９秒とした時の表面電位を残留
電位として測定したところ、－４Ｖであった。
【００７６】
（実施例２）
実施例１で用いたナフタル酸系ビスアゾ顔料の代わりに、Ｘ線回折スペクトルにおいて、
ブラッグ角（２θ±０．２°）９．３°、１０．６°、１３．２°、１５．１°、１５．
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７°、１６．１°、２０．８°、２３．３°、２７．１°に強い回折ピークを示すチタニ
ウムオキシフタロシアニン顔料を用いる以外は実施例１と同様にして作成した感光体を７
８０ｎｍの光（光量５００ｎＷ）で露光し、半減露光量を測定したところ、０．５６μＪ
／ｃｍ２ 　 であった。残留電位は－２４Ｖであった。
【００７７】
（実施例３）
実施例１で使用したスチルベン系化合物の代わりに、製造例２で合成したスチルベン系化
合物を用いる以外は実施例１と同様にして作成した感光体の半減露光量を測定したところ
、０．４５ｌｕｘ・ｓｅｃであった。また残留電位は、－１Ｖであった。
【００７８】
（実施例４）
実施例２で使用したスチルベン系化合物の代わりに、製造例２で合成したスチルベン系化
合物を用いる以外は実施例２と同様にして作成した感光体の半減露光量を測定したところ
、０．５０μＪ／ｃｍ２ 　 であった。残留電位は、－４Ｖであった。
【００７９】
【発明の効果】
本発明の電子写真用感光体は感度が非常に高く、かつ、かぶりの原因となる残留電位が小
さく、とくに光疲労が少ないために繰り返し使用や強露光による残留電位の蓄積や、表面
電位および感度の変動が小さく耐久性に優れており、ＰＰＣ用に適しているだけでなく、
性能の安定性、信頼性が特に要求されるレーザープリンタ、液晶シャッタープリンタ、Ｌ
ＥＤプリンタ等のプリンタ用感光体にも適した感光体である。
【図面の簡単な説明】
【図１】製造例１で製造したスチルベン系化合物の赤外吸収スペクトル図
【図２】製造例２で製造したスチルベン系化合物の赤外吸収スペクトル図
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